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「
自
立
」
と
「
協
力
」
の
も
と
に
集
え

ク
リ
ト
リ
ス
は
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
で
あ
る
！

カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ブ
ー

『
抹
消
さ
れ
た
快
楽
　
ク
リ
ト
リ
ス
と
思
考
』
よ
り
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▲原爆ドームを背にデモ隊に演説するパ大使

　

式
典
後
に
は
、
日

蓮
宗
系
で
「
左
翼
」

的
と
さ
れ
る
日
本
山

妙
法
寺
所
属
と
見
ら

れ
る
僧
侶
の
一
団

が
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」
を
唱
え
行
脚
を

行
い
、
ド
ー
ム
前
の

出
入
り
口
で
は
顕
正

会
信
者
が
ビ
ラ
を
配

み
上
げ
、
デ
モ
隊
は
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
返
す

応
酬
が
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
お
互
い
実
力
行
使
に

踏
み
切
る
こ
と
は
な
く
、
結
果
デ
モ
は
予
定
通
り

に
完
遂
さ
れ
た
。

　
「
立
ち
見
」
が
発
生
す
る
ほ
ど
の
人
が
集
ま
っ

た
式
典
は
、
荷
物
チ
ェ
ッ
ク
と
金
属
探
知
機
の
二

段
構
え
の
入
場
規
制
が
行
わ
れ
た
。
た
だ
、
両
者

と
も
、カ
バ
ン
の
中
身
を
一
瞥
す
る
だ
け
、ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
た
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
た
鍵
も
検
知
さ

れ
な
い
と
「
ザ
ル
」
で
は
あ
っ
た
。
式
典
会
場
内

で
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
批
判
の
ボ
ー
ド
を
高
く
掲
げ

て
歩
く
者
の
姿
が
見
え
た
。
ま
た
、
式
典
後
半
に

は
、
会
場
の
対
岸
を
行
進
す
る
デ
モ
隊
に
よ
る
声

が
か
す
か
に
会
場
内
に
届
い
た
。

去
る8

月6

日
、
広
島
市
は79

回
目
と
な

る
平
和
式
典
を
開
催
し
た
。
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
が
出
席
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
デ
モ
開
催

が
告
知
さ
れ
、
広
島
市
が
会
場
の
警
備
強
化
を

図
る
中
、
筆
者
は6

日
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で
取

材
を
行
な
っ
た
。

　
「
闘
争
」
は
日
が
昇
る
前
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
。5

日22

時
か
ら
、「8

・6

ヒ
ロ
シ
マ
大

行
動
実
行
委
員
会
」
に
よ
る
原
爆
ド
ー
ム
前
で

の
座
り
込
み
が
始
ま
り
、
洞
口
朋
子
杉
並
区
議

や
役
者
の
右
田
隆
な
ど
の
著
名
人
も
参
加
し

た
。
数
十
人
の
警
官
隊
に
囲
ま
れ
る
中
、6

日

午
前2

時
頃
に
は
右
翼
系
の
「
民
族
自
警
団
日

本
暁
乃
会
」
所
属
と
見
ら
れ
る
者
が
接
近
し
小

混
沌
の
８
・
６
、
そ
の
日
の
広
島
は

競
り
合
い
が
発
生
。
警

官
隊
も
介
入
し
た
。

　

式
典
に
向
け
、
会
場

周
辺
が
侵
入
禁
止
と
な

る
午
前5

時
以
降
、
機

動
隊
含
め
た
警
察
・
市

職
員
に
よ
る
排
除
の
試

み
が
始
ま
っ
た
。
機
動

隊
員
が
車
上
か
ら
松
井

市
長
の
退
去
要
請
を
読

布
し
た
。
ま
た
、市
内
で
は
全
学
連
（
中
核
派
系
）

や
全
国
学
生
行
動
連
絡
会
に
よ
る
デ
モ
行
進
が
行

わ
れ
、
そ
の
他
多
種
多
様
な
団
体
・
個
人
に
よ
る

集
会
も
各
所
で
開
か
れ
た
。

18

時
か
ら
は
、ド
ー
ム
前
（19

時
半
よ
り
ド
ー

ム
対
岸
）
で
市
内
在
住
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
安
藤
健

史
氏
に
よ
る
「
市
民
に
よ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
平

和
式
典
」
が
開
か
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
パ
レ
ス

チ
ナ
大
使
の
ス
ピ
ー
チ
や
レ
イ
ヴ
が
行
わ
れ
た
。

レ
イ
ヴ
中
「
音
量
が
大
き
い
」
と
広
島
県
警
の
警

官
が
訪
れ
た
が
、
交
渉
が
行
わ
れ
大
事
に
は
至
ら

な
か
っ
た
。

  

全
国
の
右
翼
か
ら
左
翼
、
果
て
は
宗
教
団
体
ま

で
も
が
一
堂
に
会
し
た
「8

・6

」。
こ
の
日
の
広

島
を
見
れ
ば
、
日
本
の
「
運
動
」
の
様
相
を
端
的

に
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。（
文
：
パ
ノ
プ

テ
ィ
コ
ン
の
真
ん
中
に
い
る
人
）

▼座り込みに介入しようとした右翼
団体の人物が警察に連行される様子

平
和
記
念
式
典
を
現
地
取
材

広
島
と
長
崎

分
か
れ
る
姿
勢

八
月
六
日
と
八
月
九
日
。
今
年
、

広
島
・
長
崎
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た

式
典
で
は
、
自
治
体
の
姿
勢
の
違
い

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　

広
島
市
は
今
年
か
ら
、
平
和
記
念

式
典
に
伴
う
入
場
規
制
を
会
場
の
外

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
を
決
定
。
昨
年

の
デ
モ
団
体
の
一
部
が
市
職
員
に
暴

行
を
加
え
た
と
し
て
逮
捕
・
起
訴
さ

れ
た
こ
と
が
理
由
の
よ
う
だ
。
主
要

メ
デ
ィ
ア
は
、
デ
モ
隊
排
除
失
敗
に

よ
り
、「
静
粛
な
式
典
」
の
進
行
が

妨
げ
ら
れ
た
と
報
じ
て
い
る
。

　

ま
た
、
左
翼
系
の
団
体
や
個
人
か

ら
は
、
広
島
市
が
パ
レ
ス
チ
ナ
を

招
待
せ
ず
、
イ
ス
ラ
エ
ル
を
招
待

し
た
こ
と
を
批
判
す
る
声
が
大
き

く
上
が
っ
た
。
こ
れ
は
長
崎
市
の

対
応
と
真
逆
の
も
の
。
両
市
と
も
、

二
〇
二
二
年
か
ら
は
ロ
シ
ア
及
び
ベ

ラ
ル
ー
シ
を
招
待
し
て
い
な
い
。

　

広
島
市
が
ロ
シ
ア
を
招
待
し
な

か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
イ
ス
ラ
エ

ル
を
招
待
し
た
の
は
、
は
っ
き
り
言

え
ば
西
洋
諸
国
へ
の
同
調
で
し
か
な
い
。
こ
の

よ
う
な
「
勝
ち
馬
」
に
乗
っ
て
お
き
な
が
ら
、

被
爆
地
と
し
て
の
立
場
を
殊
更
に
主
張
す
る
欺

瞞
的
態
度
は
批
判
さ
れ
て
当
然
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
日
本
が
戦
争
侵
略
国
で
あ
る
と
い
う
歴
史

を
、
広
島
市
は
忘
却
し
て
い
る
。

　

で
は
、
長
崎
市
の
場
合
は
ど
う
か
。
長
崎
は

歴
史
的
に
、
朝
鮮
系
や
華
人
、
ま
た
キ
リ
ス
ト

教
徒
な
ど
が
多
く
住
み
、
広
島
よ
り
も
複
雑
な

事
情
を
抱
え
て
き
た
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
日
本
の
加
害
性
に
自
覚
的
に
な

ら
ざ
る
を
得
ず
、
広
島
の
よ
う
に

大
々
的
に
被
害
者
ア
ピ
ー
ル
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
回
の
イ

ス
ラ
エ
ル
不
招
待
も
、
そ
う
し
た
シ

リ
ア
ス
な
認
識
ゆ
え
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
イ
ス
ラ
エ
ル
側

の
報
復
が
過
大
と
は
い
え
、
論
理
的

に
考
え
れ
ば
、
二
〇
二
三
年
か
ら
の

軍
事
侵
攻
の
原
因
は
ハ
マ
ス
の
テ
ロ

に
あ
る
。
長
崎
市
が
パ
レ
ス
チ
ナ
だ

け
を
招
待
す
る
こ
と
を
肯
定
し
う
る

理
屈
は
あ
る
だ
ろ
う
か
。
パ
レ
ス
チ

ナ
も
ま
た
、
純
粋
な
被
害
者
で
は
な

い
。
長
崎
市
の
対
応
も
ま
た
、
別
種

の
党
派
的
利
害
に
過
ぎ
な
い
。

　

八
月
八
日
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

不
招
待
を
受
け
、
Ｇ
７
駐
日
大
使
の

式
典
不
参
加
が
決
ま
っ
た
。
核
保
有

国
の
代
表
が
参
加
し
な
い
と
な
る

と
、
式
典
自
体
の
意
義
も
疑
わ
し
く

な
り
、
本
末
転
倒
だ
。「
ロ
シ
ア
も

イ
ス
ラ
エ
ル
も
招
待
す
る
」。
こ
れ

以
外
に
は
、
や
は
り
妥
当
な
線
は
な

い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
も
い
っ

そ
、
長
崎
的
態
度
を
徹
底
し
て
、
平

和
記
念
式
典
な
ど
や
め
て
は
ど
う

か
。
そ
れ
な
ら
ば
、
私
は
断
固
と
し

て
支
持
す
る
。（
文
：
仁
科
夏
瑚
）

▼Ｇ７不参加の式典


